
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

中央区文化センターでは、今秋、中央区中山手通にある神戸女子大学古典芸能研究センターの協力

により、「神戸女子大学古典芸能研究センターによる連続講座『伝説・物語の神戸を歩く』を読む」を

開講します。伝説や物語に描かれた神戸はどのようなイメージなのか、さらに古典芸能作品ではそれ

をどのようにデフォルメしているのか。この講座では、古典芸能研究センター編『伝説・物語の神戸

を歩く』をもとに、各章の執筆者を講師に迎えて、生田、布引、摩耶山、有馬、そして須磨 …… 

それぞれのゆかりの地へといざないます。 

 

 

9/21（土）14:00～15:30 

生田
い く た

慕情
ぼじょう

 

―万葉の悲恋物語― 

講師：樹下 文隆 

（神戸女子大学古典芸能研究センター長・ 
神戸女子大学文学部教授） 

10/19（土）14:00～15:30 

須磨
す ま

松 籟
しょうらい

 

―行平回顧の系譜と源氏物語のイマージュ― 

講師：大山 範子  

（神戸女子大学古典芸能研究センター非常勤研究員） 

11/9（土）14:00～15:30 

仏母
ぶ つ も

鎮護
ち ん ご

 

―摩耶夫人の面影― 

講師：川端 咲子 

（奈良学園大学人間教育学部准教授・ 
神戸女子大学古典芸能研究センター客員研究員） 

12/14（土）14:00～15:30 

湯山
とうざん

清 流
せいりゅう

  

―有馬・布引 名所と名作の出会い― 

講師：北山 円正  

（神戸女子大学名誉教授） 

講座内容 

神戸女子大学古典芸能研究センターによる連続講座 

『伝説･物語の神戸を歩く』を読む 

 場 所：神戸市立中央区文化センター 10 階 会議室 1001+1002 

受講料：1,500 円（1 回のみ）、5,000 円（4 回通し）※テキスト代別途 

8/8（木）より
受付開始 

テキスト ※お持ちでない方は、初回に販売いたします。 

『伝説・物語の神戸を歩く』 

 
万葉集、伊勢物語、源氏物語、平家物語や摂津名所図会などの古典文学や地誌には神戸を舞
台にした一節があります。それらを原文（現代語訳付）および関連する古典芸能作品・図版
と共に紹介しています。 
 

（神戸女子大学古典芸能研究センター編、2022 年 神戸新聞総合出版センター発行、本体 1,800 円＋税） 
 

主催：中央区文化センター  協力：神戸女子大学古典芸能研究センター 

『絵入謡本 松風』より 

（神戸女子大学古典芸能研究センター蔵） 

 

各章の執筆者による貴重な講座です！ぜひこの機会にご参加ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①申込フォーム 

https://forms.gle/L1Bh75y1wWGeQaoB9 

②窓口 中央区文化センター10階受付 

③電話 078-381-7899（平日朝 9:00～夕 5:00 まで） 

8/31（土） 
14:00～15:30（13:30～受付） 

中央区文化センター 1 階 多目的ルーム 
 

開講に先駆けて、この連続講座の魅力を 

ご紹介します。 

能の一部実演もあります。 

特別講座 

上田顕崇 樹下文隆 

受講料  
500 円 

 

《神戸女子大学古典芸能研究センター》 
 

学校法人行吉学園発祥の地である中央区中山手通の神戸女子大学教育センター（三宮キャンパス）にある研究施設。

2001 年（平成 13 年）の設立以来、能・狂言、浄瑠璃・歌舞伎、民俗芸能の三分野を柱に、日本の古典芸能を幅広い

視野から研究・分析し、その成果を社会に還元する活動を展開している。 

受付期間      

2024 年 8 月 8 日（木）～

各講座 3 日前まで 

特別講座 講師プロフィール 
 

樹下文隆 （神戸女子大学古典芸能研究センター長） 

1956 年奈良県生まれ。1987 年国文学研究資料館文献資料部助手、助教授、広島女子大学国際文化学部助教授、教

授、県立広島大学人間文化学部教授を経て、2016 年より神戸女子大学文学部教授、2019 年より神戸女子大学古典

芸能研究センター長を兼任。専門は中世日本文学、能楽、芸能史。 

編著書：『金春禅竹自筆能楽伝書』（汲古書院、1997 年）、『日本芸能史』（共著、昭和堂、1999 年）、 

『宮島学』（共著、渓水社、2014 年）、『絵入謡本と能狂言絵』（監修（共著）、思文閣出版、2018 年） 
 

上田顕崇 （能楽師シテ方観世流） 

平成 4 年生まれ。神戸の観世流職分家「上田」の三男に生まれ、幼少の頃より能楽師としての研鑽を積む。 

伯父 上田貴弘、父 上田拓司に師事。「千歳」「石橋」「乱」など披き物を始めとしてシテ（主役）のみで 40 番 

以上を勤める他、フランス・インド等、国内外の公演で活躍。関西学院大学文学部卒 （一社）瓦照苑 理事 
 

進行 大山範子（神戸女子大学古典芸能研究センター非常勤研究員） 

申込方法 

会場アクセス 
〒650-0031  神戸市中央区東町 115 番地 

JR・阪急・阪神・市営地下鉄山手線三宮駅

から徒歩 6 分 

神戸市役所西側 ※駐車場はございません。 

ＴＥＬ：078-381-7899 

（平日朝 9:00～夕 5:00 まで） 

能「松風」 

https://forms.gle/L1Bh75y1wWGeQaoB9

